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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月4日(2012.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物の超音波データを取得するように構成された超音波プローブ（２６）と、
　取得した前記超音波データを表示のために処理するように構成されたプロセッサモジュ
ールと、
　前記プロセッサモジュールに応答して、前記超音波データに基づく三次元超音波画像ボ
リュームおよび前記超音波画像と組み合わせた前記超音波プローブの三次元図的表現（１
６２）を表示するための表示器（３８）と
を含み、
　前記三次元超音波画像ボリュームにおける前記超音波プローブの三次元図的表現の位置
が、結像されている前記対象物の前記三次元超音波画像ボリュームに対する前記超音波プ
ローブ（２６）の三次元位置に対応する、
超音波システム（２０）。
【請求項２】
　前記超音波プローブ（２６）が非対称に形づくられた容器を備える請求項１に記載の超
音波システム（２０）。
【請求項３】
　前記表示器（３８）が、前記超音波プローブ（２６）の移動に基づいて、前記超音波プ
ローブの前記三次元図的表現（１６２）の配向および位置のうち１つを更新するように構
成される請求項１に記載の超音波システム（２０）。
【請求項４】
　前記表示器（３８）が、前記超音波プローブの前記三次元図的表現（１６２）と前記超
音波画像（１６４）の間に皮膚ライン（１６８）を表示するように構成される請求項１記
載の超音波システム（２０）。
【請求項５】
　前記表示器（３８）が、前記超音波プローブ（２６）向けに移動方向および回転のうち
少なくとも１つを示す少なくとも１つのインジケータ（１７２）を表示するように構成さ
れる請求項１に記載の超音波システム（２０）。
【請求項６】
　侵襲性デバイス（１７０）をさらに備え、前記表示器（３８）が、前記超音波画像（１
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６４）と組み合わせて前記侵襲性デバイスを表示するように構成される請求項１に記載の
超音波システム（２０）。
【請求項７】
　侵襲性デバイス（１７０）をさらに備え、前記表示器（３８）が、前記侵襲性デバイス
の外挿された表現を表示するように構成される請求項１に記載の超音波システム（２０）
。
【請求項８】
　前記超音波プローブの前記図的表現（１６２）が、コンピュータグラフィックで発生さ
れた描画を含む請求項１に記載の超音波システム（２０）。
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